| ジャ クサ ス | /Zzzg7y 2077 
宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 


新春 対談 

本 間 sm | L_ 1 ーー】 
立川 敬二 xX 山 根 一 眞 
JAXA 理 事 長 。』 [JAXA 's」 編 集 顧 問 ・ ノ ン フィ クシ ョ ン 作 家 


世界 遺産 保存 か ら 有 人 宇宙 開発 まで 
字 宙 を 利用 し 世界 に 真 献 


。』 イト カワ の 微粒 子 は 、 い か に ' キ ャ ッ チ , さ れ た か 


デ 未来 を 運ぶ 輸送 般 
羽ばたけ ! こう の と り 
(いぶき (GOSAT) 観測 デー タ の 
解析 作業 が 佳境 に 


較 四 田 困 


9 測 説 表 嘆 判 と 慎 
ぐ 着 尊 則 隊 聞 吐 


レン ーー 
条 』 

ラ 4 X 

4 A 

か 理 

ン 乾 長 

作 府 

家 問 


小惑星 探査 機 | は や ぶさ 」 の 地 隷 帰 選 、 持 ち 帰 っ た カプ セル か ら イ トカ ソ 微 粒子 確認 。 

2010 年 は 日 本 中 の 人 々 が 宇宙 に 釘付け に な っ た 年 で は な いで し ょ うか 。 

人 類 初 の 快挙 達成 の 南 び を さら な る 情熱 に か えて 、2011 年 、JANA の 新しい 時 代 が 始ま り ま す 。 
地球 に 生き る すべ て の 命 の た め に 、 宇 宙 に 落 び 出 し 未来 を 拓く 。 

JANA の 挑戦 を 立川 散 理事 長 に 聞き まし た 。 


春 号 の JAXA's を お 届け いた し ます 。 人 巻頭 は 
立川 敬二 理事 長 と 、 本 誌 編集 顧問 で ある ノン 
フィ クシ ョ ン 作 家 の 山根 一 眞 る ん と の 特別 対 
談 。 世界 を 沸か せ た 小 惑星 探査 機 | は や ぶる ] 
の 快挙 か ら 、2011 年 度 の JAXA の 取り 組み まで 語り ま 
す 。 そ の 「 は や ぶる きる | が 持ち 帰っ た カプ セル か ら 、 ど の よ 
うな プロ モス を へ て イト カッ 微粒 子 が 確認 83 れ た の か 、 分 
析 チ ー ム の 責任 者 で ある 藤村 彰夫 教授 に 話 
を 聞き まし た 。1 月 20 日 に 打ち 上 げ 予 
定 の 宇宙 ステ ーション 補給 機 「 こ う 
の と り 」 2 号機 の 最新 状況 、 一 般 
向け に デー タ 公 開 が 始ま っ た 温 
室 効 果 ガ ス 観 測 技術 衛星 「 い ぶ 
き 」、 さ る ら に 再起 を 期す 金星 探 
査 機 | あか つき | が 撮影 し た 金 
星 の 写 真 も ご 覧 くだ さい 。 地 球 
の 未来 を 生み 出す た め に 、 JAXA 
は 今年 6 も 前進 を 続け ます 。 
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ゃ ノエ ム に 棟 ) を 見 学 し た 金井 宣 茂 ( 左 )、 大 ld す で 反 間 P 成 に か こ 主 ど 手 新 が 。 に コ ョ 
や ・ リー チ の 面 で の 活用 も 期待 され て いる す す で 民 因 底 る と ど 警 すす 「 析 
と ィ ンジ ーー 西 還 吉 (中央) 油井 和美 了 ( 右 ) 修 NM ・ る 行 映 パ C 果 発 れ と 文 ん う を プ ね 昔 が 上 聞 ン ン 
は し 補 者 。 有人 宇宙 技術 部 皆藤 達也 村 つ 8 も CC が 表 た が で 1 で G い ラ 如 NGM 内 が IM こ ピ ど 訂 
ODN 則 前 5 EBI 主任 開発 員 か ら 説 明 を 受け た 
NASA が 行っ て いる ASCAN(Astronaut Candidale: 宇 宙 行 士 候補 者 ) 訓 練 の が え ぇ 月 を 中 横 必 に | け も 品 な 横 
* 環 と し て 、JANA の 油井 、 大 西 、 金 井 候補 者 を は じ め と する 14 名 の 由 還 3 拓 過 全 田 条 由 6 上 る ち 田 
字 宙 飛行 土 候補 者 が 筑波 字 宙 セン ター で 訓練 を 行い まし た 。 上 墓 に た 決 掛 究 ます る われ タ 高 け 待 
010 年 10 月 25 日 か ら 29 日 まで 、NASA の 09 で あ が 定 け 者 きる ね マ ば ば の め 3 の 
呈 結 ト 避 さ 3 へ テー 
グ 年 度 宇宙 飛行 士 候補 者 クラ ス の 14 名 全員 が 、 時 29 PULSE 「 いぶき | が 作っ だ 空気 、 
筑波 宇宙 セン ター を 訪れ まし た 。 この クラ ス ら の れ 定 募 先 う 2 を で W 届 
ニル キミ コート に コ 和 れ 届 も も 的 な イ | せ 積 | の) ば る いち 」 の よう な 地形 を 見 る 観 
に は 油井 但 美 也 、 大 西 卓哉 、 金 井 宮 茂 の 3 名 の JAXA 宇 た と そ で 今 な ん ン で ん 拓 わ で 自 記 共 0( の 9 
_ 6 1 も の 8 5 3 測 衛星 と 違い 、 気 体 を 測る 「 い 
宙 飛 行 士 候補 者 、CSA (カナ ダ 宇 宙 庁 ) の 宇宙 飛行 二 0 條 語 alH0G 訂 し 3 
候補 者 2 名 が 含ま れ て いま す 。 深 "た 回 11 タ " 意 研 働 れ | に あり ます 。 同 じ 場所 を 観 唱 し た と し て も 
還 巡 州 宇宙 析 宇宙 飛行 い 考 を 年 利 世 議 究 きか タ を 観測 日 が 違え ば 出 て くる 値 も 違う わけ で 
592 テ え 数 1 用 界 も 者 か ら の 2 すか ら 、 校正 が 革 常に 難 し い 。 や 様 
者 6 名 が 来 日 し て いま す が 、 日 本 人 宇宙 飛行 士 候補 者 高 も 観測 値 に 大 きく 影響 を 及ぼ し ます 中 島 正 勝 
以外 の NASA の 09 年 度 宇宙 飛行 士 候補 者 が 来 日 し た 代 れ 横 す わ て て な う 笑 横 ア 提 ] が 、 推 測 に 頼ら ざる を 得 な い 部 分 も ある 。 
の は 初め て の こと で す が の 田 か っ | い 利 の の ご 田 ク 供 マ そう し た ハー ドル を 乗り 越え つつ 、 研 究 の 
SS の 影 世 ? て 祖 ま 用 で は 、、 0 の 基本 的 な 素材 と な る レベ ル 1 プロ ダク JAXA 宇 宙 利 用 ミッ ショ ン 本 部 
宇宙 飛行 士 候補 者 は 事業 推進 部 の 上 野 精 一 部 長 か 響 代 温 、 究 す 共 2 悩 0 加 有 ツ (スペ クト ル と 、 雲 エ アロ ゾル セン サ 衛 性 利用 推進 セン ター 
ら JAXA の 組織 、 歴 史 、 長 期 ビ ジョ ン 、 プ ログ ラム 等 に 財 限 北 2 を 月 た 6 科 に よる 放 度 分 布 デー タ ) を 順調 に 世に 送 96 
つい て 講義 を 受け 、JAXA へ の 理解 を 深め まし た 。 ま た 、 けら ガ な ト 叶 き て な ぃ 針 る 全 2 た Nm 
宇宙 飛行 士 養成 棟 の 無 重 量 環境 試験 シス テム 間 ま の と 2 符 が 5 も と に し 者 な ど に ジャ マ さ れる の で 、 精 度 の よい 解 実証 する 計画 が 検討 され て いる よう で 
(WETS) を 見 学 し 、JAXA で 行なわ れ て きた 無 重 量 環 志 2 問 隊 の 機 計 ぁ り に 内 SPP g URUK 
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境 を 模擬 し た 試験 や 訓練 に つい て 説明 を 受け まし た 。 Ne 主 軸 0 の 20 0 研 れ た 観測 サイ ト が 約 300 カ所 、 う ち 過 。 の 欠 測 手段 を 持た な けれ ば な ら な い | と 
今後 シリ ー ズ 化し て 打ち 上 げ ら れる 宇宙 ステ ー シ ョ 2 人 ES01 才 去 1 年 以内 に デー タ が 更新 され て いる サ いう * 空 気 、 を 作っ た の は 、 間 違い な く 
ン 補 給 機 | こう の と り 」 (HTV) に つい て の 基礎 知識 を | 世 わ ま 関 っ えー い 若 ? う を SINS 
得る た め 、 宇 宙 飛 行 上 候補 者 全員 が 、HTV プ ロジ ェ ク る と 、 観 測 デ ー タ が ケタ 違い に 増え た の 「 い ぶ き ] は 11 年 1 月 で 打ち 上 げ か ら 
2KS 9 1 和議 2 も 間違い な いこ と 。 衛星 に よる 温室 効果 3 年 目 を 迎え 、 春 以降 に は 3 年 分 の 観測 
トチ ー ム の 佐々 木 宏 ファ ンク ショ ンマ ネー ジャ か ら に 電 條 間 作 ウー ガス 観 則 で 先頭 を 切っ て 走っ て いる こと 。 デー タ が 野 ま っ て くる こと に な り ま す 。 
JAXA の ロケ ッ ト の 歴史 と HTV に つい て の 講義 を 受 で 成 光 ヶ みっ 多 せ きい の 鉱 と は RE 大 き な 責 任 も NR に 
6 昌吉 感じ て いま す 。 こ ) な こと が 言え こ な 
け ま し た 。 さら に 、「 こ う の と り 」 1 号機 の エン ジニ アリ 上 1 ま 了 0 ほ 上 上 5 に 員 0200 NSP は RGOO の 8: 朗 に ーー つ ミ VDOSI9P4 に を 
ング モデ ル (フラ イト 相当 品 ) を 見 学 。 将来 、 宇 宙 飛 行 有 い 期 M 放 し 人 M 和 い の 人 が げ 以 前 か ら 緊 密 な 協力 関係 を 構築 し て い 発揮 する の は 今年 か ら と 言え る で し ょ う 。 
志 ar ロラ ーー ニコ ンー「ー = を 侍 2 3 盾 NM ます 。 ノ ウ ハ ウ の 蓄積 も 研究 パワ ー も 圧 また 、13 年 に は OCO-2 が 打ち 上 げ 
5 スズ ス デ ー> MM 三 【 0 ろ m 3 N 
人 な は し う 正 こす す な で いま 非 倒 的 な JPL は 、50 人 近い 科学 者 の チー られ ます 。[ い ぶ き 」 の デー タ で 準備 
運用 を 行う 可能 性 ああ る た め 、 モ ッ ク ア ッ プ や パーチ NN OS と 6 ば ML ム を 組織 し て いま し た が 、 打ち 上 げに 失 を 終え て いる NASA は 、 最 初 か ら 全 カ 
かさ ャ ルリ アリ ティ 映像 を 用 いて 、 イ ンス トラ クタ ー か ら や し グ 三 ロキ Y の 2 何 ゆら | と 学 敗 し た こと で 解析 すべ き デ ー タ が 手 に 入 。 で 走り 出す こと で し ょ う 。 そ れ ま で に 「 い 
ドニ 。 出生 に まり リ 和 太い M レ し らし 麻 、) ) 原 だ の ら な い 。 そ こ で 「 い ぶ き 」 の 詳細 な 観 員 ” ぶ き ] が どこ まで 成果 を 出せ る の か 。 そ 
本 「 き ぼう | 日 本 実験 析 の エア ロッ クト レー ナ SR 8 " り を ま ン こ で 1 ょ 了 石 の デー タ を 提供 し 、 彼 ら は その 解析 に 全力 し て 、 そ の 成果 を いか に 後継 機 に つなげ 
を 使っ て 宇宙 空間 (「 き ぽう | 昌 吉 部 ) へ の 物 JAXA の 宇宙 飛行 士 候補 者 3 名 は 宇宙 飛行 士 候補 者 0 投球 し て いま す 。 2010 年 月 に は 。 て いけ る の か …。 
資 の 搬出 方 法 の 説明 を 受け る 金井 候補 者 クラ ス の 中 で も リー ダー シッ プ を 発揮 し て 訓練 を 行 な 火 ン ラ に や よ て 当 ほ 研 0C0-2 の 計画 が 正式 に 承認 され 、 責 任 "この 分 野 に お ける 日 本 の プレ ゼン ス を 


困 HTV1 の エン ジニ アリ ング モデ ル を 見 学 

回 「 き ぼう 日 本 実 験 棟 の ロボ ッ ト ア ー ム の 説 
明 を 受け る 油井 候補 者 

回 JAXA の 組織 や 長期 ビジ ョ ン 等 に つい て 帳 
の 講義 


っ て いま す 。 特に 「 き ぼう 」 の ロボ ッ ト ア ー ム や 「 こ う 
の と り 」 の 運用 訓練 で は 、 ク ラス メー ト の 理解 支援 を 積 
極 的 に 行なっ て いま す 。 


者 の デビ ッ ド ・ ク リス プ 博 士 か ら は 「 プ 
ロジ ェクト を 認め て も ら う 上 で も 、 
GOSAT の デー タ が と て も 役立っ た 」 と 
感謝 され て いま す 。 

「 い ぶ き 」 や OCO0-2 に 刺激 され 、 欧 
州 で は 新た な 原理 の セン サ を 小型 衛星 で 


高め 、 維 持 し て いく 上 で も 、 こ の こと は 
非常 に 重要 だ と 考え て いま す 。「 い ぶ き 」 

が が ん ば る こと は 、 日 本 の た め に 良い こ 
と で あり 、 世 界 の た め に も 良い こと に な 
る 。 そ う 確 信 し 、 プ ロダ クト の 利用 促進 
に 努め て いま す 。( 談 ) 
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表彰 対象 者 が 多く 、 式 典 で の 記念 撮影 は 3 回 に 分 け て 行わ れ た 
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JAXA's 編集 委員 会 

委員 長 的 川 要 家 

副 委員 長 舘 和 夫 

委員 阪本 成一 寺門 和 夫 喜 多 充 成 
顧問 山根 一 候 


5 ぶさ る | に 関わ っ た 研究 機関 
業 を 表彰 する 式典 が 12 月 2 
日 、 東 京 ・ 霞 ヶ 関 で 開か れ 、 川 ロ 
淳一 郎 教 授 を は じ め 、20 大 学 99 
企業 の 関係 者 ら 約 200 人 が 出席 し 
まし た 。 海 江田 万 里 字 宙 開発 担当 
相 は 「 国 民 に 夢 や 希望 を 与え て く 
れ た 」| と 挨 拶 。 高森 義明 文部 科学 
相 も | 不屈 の 精神 と 卓越 し た 英知 
で (様々 な トラ ブル を ) 克服 し た 」 
と た た えま し た 。 は や ぶさ る の ミッ 
ショ ン を 支え て いた だ いた 多く の 
皆様 に 、 改 め て 感謝 申し 上 げ ま す 。 


海江田 宇宙 開発 担当 大 臣 か ら 賞 状 を 受け る 
川口 教授 
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INF ロ RMIATIOIN 性 


自 相 表敬 訪問 


日 、 は や ぶる 」 プ ロジ ェクト 
日 淳 一 郎 教 授 と 藤村 彰夫 教授 
は 、 立川 敬二 理事 長 と と も に 首相 
官邸 を 表敬 訪問 し まし た 。 タッチ 
ダウ ン や 再 突入 時 の 模様 な ど を 菅 
直人 首相 と 仙 谷 由 人 官房 長官 に 説 
明 し 、|「 は や ぶる き 」 再 突 和 人 時 に 撮影 
され た 写真 パネ ル を 贈呈 し まし 
た 。 写真 パネ ル は 本 誌 035 号 に 掲 
載る され た も の を 引き 伸ばし た も の 
で す 。 この 模様 は 政府 和 インターネ 
ッ ト テ レビ で も ご 覧 いた だ け ま す 。 
http://nettV.goV-online.go.jp/ 
prg/prg4162.html 
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) | | 日 浮 一 婦 プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ 


右 : 記 者 会 見 に 防 む お プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ の 中 村 正 人 教授 
下 : あ か つき が 撮っ た 金星 。 左 か ら 紫 外線 イメ ー ジ ャ (UVU)、 
1m カ メラ (IR1= 可 視 光 に 近い 波長 の 赤外線 )、 中 間 赤 外 カ メ 
ラ (LIR= 長 い 波長 の 赤外線 )。 青 


菅 首相 、 仙 谷 官房 長官 、 
笹木 竜三 文部 科学 副 大 臣 


箱 加 アジ アプ *- 大 平 洋 地 域 


年 11 月 23 日 一 26 日 、 オ ー 
ラリ ア の メル ボル ン に て 「 第 
17 回 アジ ア 太 平 洋 地 域 字 宙 機 関 
会 議 (APRSAF-17)」 が 開催 され 、 
主 に アジ アブ 太 平 洋 地 域 の 政府 関係 
者 、 宇 宙 機 関 関係 者 200 名 以上 が 
参加 し 、「 気候 変動 に 関す る 宇宙 技 
術 と 産業 の 役割 ] を テー マ に 活発 
な 議論 が 行わ れ ま し た 。 気候 変 動 
へ の 対応 に 関し て は 、 既 存 イ ニシ 
ア チ ブ の SAFE (Space Appli- 
cations For Enviroment : 宇宙 
技術 に よる 環境 監視 ) へ の 積極 的 
参加 、 全 球 気 候 和 観測 シス テム 
(GCOS) の 活動 報告 TAXA の 
気候 変動 観測 へ の 取り 組み 及び 衛 
呈 デ ー タ の 利用 例 が 紹介 きれ まし 
た 。 ま た 、 観 測 と 情報 の 継続 性 、 

宇宙 技術 と 地上 の 利用 と の 連携 及 
び APRSAF の 役割 の 重要 性 が 認 


宇宙 機関 会 議 qrewy 開 催 


識 さ れ ま し た 。 

アジ ア 太 平 洋 地域 は JAXA の 「 み 
ちび き 」 打ち 上 げ 成 功 に より 、 世 界 
に 先駆 け 複数 衛星 測位 シス テム の 
利用 環境 が 可能 な 地域 と な っ て い 
ます 。 こ の 環境 を 活用 し た 国際 協 
力 の 可能 性 に つい て 議論 する た 
め 、APRSAEF-17 と 併せ て 「 第 2 
回 アジ ア ・ オ セア ニア 地域 GNSS 
ワー クシ ョ ッ プ | が 開催 きれ まし 
た 。 同 ワー クシ ョ ッ プ で は 、「 み ち 
びき | の デー タ を 利用 し た 共同 研 
究 を 含む 複数 衛星 測位 シス テム の 
利用 、 共 同 研究 の 可能 性 を 実証 実 
験 する 新た な 醍 組み が 立ち 上 げ ら 
れ 、 参 加 が 呼び か けら れ ま し た 。 
JAXA は 今後 も アジ ア 太 平 洋 地 
域 の 発展 に 貢献 する た め に 、 各 国 
と 協力 し な が ら 宇 宙 利 用 を 主導 し 
て いき た いと 考え て いま す 。 


ご む 本 て 


澤 吾 需 ン 員 


貞 選 詳 団 当 ば 中村 交 と ポー 
。 ば て 品 選 肖 涯 と 活 民 開所 


いて 詳 寺 Wrr 
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左 か ら 立 川 理事 長 、 藤 村 、 川 口 両 教授 、 
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APRSAF-1 


ピコ ーーー に まま 


へ 8 回 =- 波 
O 震 用 ら 
3、 万 光 才 
EE 道 月 迷 ゝ 
B 分 投 21 査 カカ ヽ 
の よ 人 日 機 つの 
噴 り の 打 ゃ 3 
射 輸 た ち 二 さき ェ 
だ 半 ぬ 上 う トー 呈 
い 整 12 げ き 

ま 用 月 ぉ 三 

有 区 7Z 2 

た ラ 日 金 0 

* ス 年 星 1 
し タタ 前 周 0 


き 党 
1 


攻 ③ き ば は いざ ぺ > 縫 頁 下 回 亜 , 


吉 鑑 藻 沖 ら 2 胞 陸 の 補 就 革 の 


CO 池 唱 と 詳 半 回 避 


事 吊 胞 膨 ANxw SS 中 の 如 
吉 の 軍略 S 酎 旨 古 erroN 


oO ば we ster 


宇宙 に 触れ 、 楽 し く 学ぶ JAXA 展 示 館 へ よう こそ 


は る か 彼方 の 或 星 を 探査 する 人 工 衛星 か ら 、 超 音速 航空 機 まで 。 宇宙 航空 開発 や 宇宙 探査 の 今 に 人 触れ て み ま せ ん か 。 
JAXA の 各 事 業 所 で は 、 実 物 大 模型 や 体験 ユー ナー な ど 、 楽 し みな が ら 学 べ る 多彩 な 展示 を 行っ て いま す 。 


試験 に 使用 し た ロケ ッ ト エ ンジ ン や 複合 エン ジ 
ン な ど を 展示 。 屋外 に は 大 型 液体 ロケ ッ ト エ ン 
ジン な ども 展示 し て お り 自 由 に 見 学 す る こと が 
で きま す 。 

園 開館 時 間 平 日 10700-17:00 土 ・ 日 ・ 祝 
日 10:00~16:00(5 月 一 10 月 ) 

園 休館 日 / 土 ・ 日 ・ 祝 日 (5 月 10 月 は 無休 )、 年 
未 年 始 (12/29ー1/3) 

園 お 問い 合わ せ / 宮 城 県 角田 市 君 草 字 小金 沢 1 
TEL:0224-68-3111 


探査 機 に 指令 を 送っ た り 、 観 測 デ ー タ を 受信 す 
る アン テ ナ の 仕組 み を 解説 。 観測 所 の 入り 口 か 
ら 研 究 棟 まで の 小径 沿い に は 、55 億 分 の 1 に 
縮小 し た 太陽 系 の 模型 を 配置 し 、 宇 宙 の 旅 を 楽 
し むこ と が で きま す 。 

一 開館 時 間 /10:00 一 16:00 

還 休 館 日 年 中 無休 、 臨 時 休館 日 あり 

較 お 問い 合わ せ / 長 野 県 佐久 市 上 小田 切 大 曲 
1831-6 TEL:0267-81-1230 


人 エエ 衛 星 に よる 宇宙 利用 、 有 人 ・ 宇 宙 環 境 利用 、 
ロケ ッ ト ・ 輸 送 シ ステ ム 、 宇 宙 科 学研 究 ・ 月 惑星 
探査 な どの テー マ ご と に 、 人 工 衛星 の 試験 モデ 
ル 、 燃 焼 実 験 に 使わ れ た ロケ ッ ト エ ンジ ン 、「 き ぼ 
う ] 日 本 実験 棟 の 実物 大 モデ ル な ど 、 本 物 の 宇 
宙 開 発 に 触れ る こと が で きま す 。 

軒 開 館 時 間 /10:00 一 17:00 

還 休 館 日 春 ・ 秋 の 特別 公開 日 、 施 設 点検 日 、 年 
末年 始 (12/29 一 1/3) 、 臨 時 休館 日 あり 

較 お 問い 合わ せ ン 茨城 県 つく ば 市 千 現 2-1-1 
TEL:029-868-2023 


見 な が ら 、 地 球 観 測 の 仕組 み を 学ぶ こと が で き 
ます 。 また 、 地 球 観測 体験 が で きる 「 ア ー ス ビュ 
ー ア ー」 や 「 地 球 観測 キャ ラリ ー| な ど で 地 球 の 
表情 を 見 る こと が で きま す 。 

画 開 館 時 間 プ 10:00 一 16:30 

園 休館 日 年 末年 始 (12/29 一 1/3)、 保 守 点 検 
日 (不定 期 ) 

圏 お 問い 合わ せ ノ 埼玉 県 比企 郡 鳩山 町 大 字 大 
橋 字 沼 の 上 1401 TEL:049-298-1200 


ロケ ッ ト や 人 工 衛星 の 縮尺 模型 、 気 象 衛星 の 画 
像 の 展示 の ほか 、 追 跡 管制 に つい て の シミ ュ レ 
ーション 操作 が で きま す 。 また 広報 用 アン テ ナ 
(直径 18m) を 操作 で きる 操作 重 も あり ます の で 
チャ レン ジ し て みて くだ さい 。 

画 開 館 時 間 プ 10:00 一 17:00 

園 休館 日 年 中 無休 (広報 用 アン テ ナ の 操作 は 
土 ・ 日 ・ 祝 日 ・ 年 末年 始 12/29~1/3 は 休み ) 

園 お 問い 合わ せ / 千 葉 県 勝浦 市 芳賀 花 立山 
1-14 TEL:0470-73-0654 


男 人 【6】 
区 才 相模 原 キ ャ ン パ ス 
実物 大 の 小惑星 探査 機 「 は や ぶさ 」 を は じ め 、 宇 
宙 科 学研 究 の 歴史 的 な 模型 な ど を 展示 。 屋外 
に は 世界 最大 級 の 能力 を 持っ た 固体 燃料 ロケ ッ 
ト M-V ロケ ッ ト の 実機 模型 や 、M-3ST ロ ケッ 
ト 原寸 模型 が 展示 し て あり ます 。 
較 開 館 時 間 ノ 9:45 一 17:30 
園 休館 日 年 中 無休 、 臨 時 休館 日 あり 
較 お 問い 合わ せ / 神 奈川 県 相模 原市 中 央 区 由 
野 台 3-1-1 TEL:042-759-8008 


語 語 志 滞 宮 二 に き に だ に に こら の 
小型 超 音 速 ロケ ッ ト 実 験 機 や 低 騒音 STOL 実 
験 機 「 飛 鳥 ]、 小 型 自動 着陸 実験 機 「ALFLEX] な 
どの 展示 、 宇 宙 往 還 機 に よる 飛行 ・ 操 縦 を 模擬 
体験 で きる 「 ス ペー ス ・ ミ ッ シ ョ ン ・ シ ミュ レー タ ] 
や 風洞 実験 な ども 体験 で きま す 。 また 、YS-11 
退役 機 ( 機 体 番号 YS-11-118) コッ ク ピ ッ ト も 見 
学 で きま す 。 

画 開 館 時 間 ノ 10:00 一 17:00 

還 休 館 日 / 土 ・ 日 ・ 祝 日 、 年 末年 始 (12/29 一 1/3) 
圏 お 問い 合わ せ ノ 東京 都 調布 市 深大寺 東町 
44-1 TEL:0422-40-3000 


ロケ ッ ト や 科学 衛星 の モデ ル 、 科 学 機器 、M( ミ 
ュー) ロケ ッ ト 整 備 塔 の モデ ル な ど を 展示 。 見 学 
者 の た め に ビデ オ を 上 映 で きる 設備 も あり ます 。 
園 開館 時 間 8:30 一 16:30 

園 休館 日 プ 2 カ 月 に 1 回 の 特別 清掃 日 、 ロ ケッ ト 
打ち 上 け げ 日 


較 お 問い 合わ せ / 鹿 児島 県 肝属 郡 肝付 町 南方 
1791-13 TEL:050-3362-3111 


地図 は 「 だ いち 」 の 観測 画像 な ど を 加工 


と 追跡 管制 に つい て 学ぶ こと が で きま す 。 日 -I 
B ロ ケッ ト や 「 き ば ぼう] 日 本 実験 棟 、 国 際 宇 宙 ス テ 
ーション 、 人 工 衛星 の 縮尺 模型 も 展示 。 

還 開 館 時 間 プ 10:00 一 17:00 

軒 休 館 日 年 中 無休 、 臨 時 休館 日 あり 

圏 お 問い 合わ せ / 鹿 児島 県 熊毛 郡中 種子 町 増 
田 1887-1 TEL:0997-27-1990 


宇宙 開発 に お ける さま ざま な 分 野 を 実物 大 モデ 
ル や ゲー ム な ど を 用 いて 紹介 。 ロケ ッ ト 打 ち 上 げ 
シア ター で は 、「H-TA ロ ケッ ト 」 の 打ち 上 げ の 模 
様 を 大 画面 と 大 音響 で 体感 で きま す 。 

画 開 館 時 間 プ 9:30 一 17:00 (7ー8 月 は 9:30 一 
17:30) 
園 休館 日 毎週 月 曜日 (月 曜日 が 祝祭 日 の 場 
合 火曜 日 。8 月 原則 無休 )、 年 末年 始 (12/29 
1/1) 、 臨 時 休館 日 あり 

一 お 問い 合わ せ 鹿 児島 県 熊毛 郡 南 種子 町 大 
字 茎 永 字 麻 津 TEL:0997-26-9244 


人 工 衛星 の 役割 や ロケ ッ ト の 打ち 上 げ シ ー ケ 
ンス を 説明 し た パネ ル 、 人 工 衛星 の 軌道 解説 装 
置 、 放 送 衛星 (BS) 「 ゆ り ] を 開発 する 際 に 製作 さ 
れ た 試験 機 の 実物 な ど を 展示 。 ロケ ッ ト 打 ち 上 
げ な ど が 視聴 で きる ビデ オル ー ム や 宇宙 開発 に 
つい て 学べ る 宇宙 情報 ルー ム も あり ます 。 

還 開 館 時 間 プ 10:00 一 17:00 

園 休館 日 年 中 無休 

園 お 問い 合わ せ / 沖 縄 県 国頭 郡 恩納 村 字 安富 
祖 金 良 原 1712 TEL:098-967-8211 
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溢 へ 大 み 、 宇 二 を 導く 広報 部 〒100-8260 東京 都 千代 田 区 丸の内 1-6-5 


丸の内 北 ロ ビル ディ ング S 階 
TEL:03-6266-6400 FAX:03-6266-6910 


JAXA ウ ェ ブ サイ ト http://www.jaxa.jp/ 
宇宙 航空 研究 開発 機構 メー ル サ ー ビ ス http://www.jaxa.jp/pr/mail/ 
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